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第
百
五
十
三
条
第
一
項
中
「
利
用
者
の
日
常
生
活
に
充
て
ら
れ
る
場
所
を
二
階
以
上
の
階
及
び
地
階
の
い
ず
れ
に

も
設
け
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋
建
て
の

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
建
物
に
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加

え
る
。

一

居
室
等
を
二
階
及
び
地
階
の
い
ず
れ
に
も
設
け
て
い
な
い
こ
と
。

二

居
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
。

イ

当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
者
生
活
介
護
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
又
は
消

防
署
長
と
相
談
の
上
、
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
条

に
規
定
す
る
計
画
に
利
用
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

ロ

第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
条
に
規
定
す
る
訓
練
に

つ
い
て
は
、
同
条
に
規
定
す
る
計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

ハ

火
災
時
に
お
け
る
避
難
、
消
火
等
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民
等
と
の
連
携
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
労
働
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二
条

第
三
項
に
規
定
す
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
及
び
そ
の
適
用
を
受
け
る
特
定
事
業
を
定
め
る
省
令
第
五
条
に
規

定
さ
れ
た
特
例
に
関
す
る
措
置
の
適
用
を
受
け
て
い
る
同
令
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
業
所
又
は
施
設
に
つ
い

て
は
、
同
条
及
び
同
表
の
規
定
は
、
当
分
の
間
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中
「
専
門
課
程
」
の
下
に
「
又
は
特
定
専
門
課
程
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
一

号
中
「
応
用
課
程
」
の
下
に
「
又
は
特
定
応
用
課
程
」
を
加
え
る
。

第
四
十
六
条
の
表
免
許
職
種
に
関
し
、
応
用
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
者
の
項
中
「
応
用
課
程
」
の
下
に

「
又
は
特
定
応
用
課
程
」
を
加
え
、
同
表
免
許
職
種
に
関
し
、専
門
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
者
の
項
中「
専

門
課
程
」
の
下
に
「
又
は
特
定
専
門
課
程
」
を
加
え
る
。

第
四
十
八
条
の
三
第
一
号
中
「
応
用
課
程
」
の
下
に
「
又
は
特
定
応
用
課
程
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
専
門
課

程
」
の
下
に
「
又
は
特
定
専
門
課
程
」
を
加
え
る
。

第
六
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一
の
二

検
定
職
種
に
関
し
、
特
定
応
用
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
者
で
、
そ
の
後
一
年
以
上
の
実
務
の

経
験
を
有
す
る
も
の

一
の
三

検
定
職
種
に
関
し
、
特
定
専
門
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
者
で
、
そ
の
後
三
年
（
二
級
の
技
能

検
定
に
合
格
し
た
者
に
あ
つ
て
は
当
該
技
能
検
定
に
合
格
し
た
後
一
年
、
三
級
の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
に
あ

つ
て
は
当
該
技
能
検
定
に
合
格
し
た
後
二
年
）
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
も
の

第
六
十
四
条
の
三
第
三
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
の
二

検
定
職
種
に
関
し
、
特
定
応
用
課
程
又
は
特
定
専
門
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
者

第
六
十
四
条
の
四
第
三
項
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三
の
二

検
定
職
種
に
関
し
、
特
定
応
用
課
程
又
は
特
定
専
門
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
者

三
の
三

検
定
職
種
に
関
し
、
特
定
応
用
課
程
又
は
特
定
専
門
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
者

第
六
十
四
条
の
五
第
三
項
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三
の
二

検
定
職
種
に
関
し
、
特
定
応
用
課
程
又
は
特
定
専
門
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
者

三
の
三

検
定
職
種
に
関
し
、
特
定
応
用
課
程
又
は
特
定
専
門
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
者

第
六
十
四
条
の
六
第
三
項
中
第
一
号
を
第
一
号
の
二
と
し
、
同
項
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

検
定
職
種
に
関
し
、
特
定
応
用
課
程
又
は
特
定
専
門
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
者

第
六
十
五
条
第
一
項
の
表
、
第
二
項
の
表
及
び
第
七
項
の
表
中
「
応
用
課
程
」
の
下
に
「
又
は
特
定
応
用
課
程
及
び

特
定
専
門
課
程
」
を
加
え
る
。

第
六
十
五
条
の
二
第
三
項
第
二
号
中
「
応
用
課
程
」
の
下
に
「
、
特
定
応
用
課
程
及
び
特
定
専
門
課
程
」を
加
え
る
。

附
則
第
九
条
第
一
項
第
二
号
の
二
中
「
応
用
課
程
」
の
下
に
「
又
は
特
定
応
用
課
程
及
び
特
定
専
門
課
程
」
を
加
え

る
。別

表
第
二
の
三
の
部
溶
接
科
の
項
中
「
二
〇
〇
」
を
「
二
二
〇
」
に
改
め
、
同
部
構
造
物
鉄
工
科
の
項
中「
一
五
〇
」

を
「
一
六
〇
」
に
、「
二
〇
〇
」
を
「
二
二
〇
」
に
改
め
、
同
表
の
五
の
部
機
械
加
工
科
の
項
中
「
研
削
加
工
並
び
に
」

の
下
に
「
手
仕
上
げ
、」を
加
え
、「
}

Ｎ
Ｃ
工
作
概
論
」
を
「
}

Ｎ
Ｃ
加
工
概
論
」
に
、「
{

測
定
及
び
け
が
き
実

|

Ｎ
Ｃ
工
作
実
習

習
」
を
「
{

測
定
実
習

|

Ｎ
Ｃ
加
工
実
習
」
に
改
め
、
同
部
精
密
加
工
科
の
項
中
「
{

測
定
及
び
け
が
き
実
習

|

Ｎ
Ｃ
工
作
実
習

」
を
「
{

測

|

Ｎ

定
実
習

Ｃ
加
工
実
習
」
に
改
め
、
同
部
機
械
技
術
科
の
項
中
「
|

Ｎ
Ｃ
工
作
実
習
」
を
「
|

Ｎ
Ｃ
加
工
実
習
」
に
改
め
、

同
表
の
六
の
部
電
子
機
器
科
の
項
中
「
組
立
て
、
修
理
及
び
調
整
」
を
「
組
立
て
及
び
修
理
・
調
整
並
び
に
電
子
回
路

の
設
計
」
に
、「
|

分
解
及
び
組
立
実
習

}

修
理
及
び
調
整
実
習
」
を
「
|

組
立
て
及
び
調
整
実
習

}

設
計
実
習

」
に
改
め
、
同
部
電
気
機
器
科
の
項
中

「
組
立
て
、
修
理
及
び
調
整
に
お
け
る
知
識
並
び
に
技
能
」を「
組
立
て
及
び
修
理
・
調
整
並
び
に
制
御
回
路
の
設
計
・

組
立
て
及
び
保
守
に
お
け
る
技
能
並
び
に
こ
れ
に
関
す
る
知
識
」
に
、「
適
切
に
運
転
さ
せ
る
た
め
の
知
識
及
び
技
能
」

を
「
適
切
に
運
転
さ
せ
る
た
め
の
技
能
並
び
に
こ
れ
に
関
す
る
知
識
」
に
、「
|

分
解
及
び
組
立
実
習

}

電
気
機
器
制
御
実
習
」
を
「
|

組

}

制

立
て
及
び
調
整
実
習

御
実
習

」
に
改
め
、
同
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科
の
項
中
「
工
作
機
械
等
の
電
気
制
御
回
路
」
を
「
工
業

製
品
等
の
制
御
回
路
」
に
、「
調
整
」
を
「
設
計
・
製
作
」
に
、「
}

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
概
論

~

シ
ス
テ
ム
設
計
概
論

�

プ
ロ
グ
ラ
ム
論

」を「
}

シ
ス
テ
ム
設

~

プ
ロ
グ
ラ
ム

�

ネ
ッ
ト
ワ
ー

計
概
論

論ク
概
論
」
に
、「
}

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
シ
ス
テ
ム
設
計
実
習
」を「
}

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
シ
ス
テ
ム
設
計
実
習

~

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
本
実
習

」

に
、「
一
五
〇
」
を
「
一
八
〇
」
に
、「
一
九
〇
」
を
「
二
二
〇
」
に
改
め
、
同
表
の
九
の
部
自
動
車
整
備
科
及
び
自
動
車

車
体
整
備
科
の
項
中
「
製
造
、」を
削
り
、
同
表
の
二
十
六
の
部
靴
製
造
科
の
項
中
「
各
種
革
の
」
を
「
皮
革
製
品
の
デ

ザ
イ
ン
、」に
、「
紳
士
靴
及
び
婦
人
靴
の
製
作
に
必
要
な
企
画
及
び
デ
ザ
イ
ン
並
び
に
靴
の
製
作
」
を「
靴
製
品
の
企
画
、

〇
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
四
号

職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
、
第

二
十
八
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
三
十
条
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
三
十
条
の
二
第
二
項
、
第
四

十
五
条
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
五
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
六
条
の
四
第
二
項
中
「
第
二
十
九
条
か
ら
」
を「
第
二
十
一
条
第
三
項
及
び
第
二
十
九
条
か
ら
」に
改
め
、「
場

合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
第
二
十
一
条
第
三
項
中
「
普
通
課
程
の
普
通
職
業
訓
練
又
は
専
門
課
程
、
専
門
短
期
課
程

若
し
く
は
応
用
短
期
課
程
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
専
門
課
程
」
と
」
を
加
え
る
。

第
三
十
八
条
第
四
項
の
表
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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